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 小・中学生の作品コーナー 

  第２回倉岳の教育応援講座が、１月

１０日（木）午後７時３０分から倉岳多

目的研修集会施設で開催され、倉岳

小学校の先生２名とＰＴＡ会長が発表

されました。概略を紹介します。 

 まず初めに「一小一中における小中

連携を核とした『倉岳モデル』の創造」

について倉岳町の幼・保園から中・高

校や地域と連携して取り組んだ学習状

況などを紹介されました。 

 次に「保健室から見た倉岳っ子」のこ

ころとからだについて子供の健康・安

全の実態と対策や家族ふれあい

ウィークの取組みを松岡養護教諭が

発表されました。 

 最後に本年度「県Ｐ、九Ｐ、全Ｐ」の各

表彰の３冠を達成された倉岳小ＰＴＡ

の会長が、「ＰＴＡ文部科学大臣表彰」

を受賞するため東京の式典に臨んだと

きの様子などユーモアを交えて報告さ

れました。 

 
２
０
１
９
倉
岳
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
１
３
日
（
日
）、
大
え
び
す
像
公

園
前
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
１
０
０
０
人
弱
が
新
春
の
倉
岳

路
を
疾
走
し
た
。
倉
岳
え
び
す
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会
主
催
。
 

 
レ
ー
ス
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

男
女
別
に
３
㌔
、
５
㌔
、
１
０
㌔
の
部

で
熱
戦
を
展
開
し
、
宮
田
路
で
は
大
勢

の
町
民
が
声
援
を
送
っ
て
い
た
。
 

 
一
方
、
棚
底
路
を
走
る
１
０
㌔
の
部

で
は
、
例
年
、
応
援
者
も
少
な
く
今
ひ

と
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
振
興
会
と

し
て
は
、
山
本
商
店
横
に
給
水
所
を
設

け
、
選
手
に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
頂
く

手
助
け
を
し
た
。
 

 
今
回
も
各
部
会
か
ら
１
８
人
が
参

加
し
、
ラ
ン
ナ
ー
に
水
分
補
給
用
の

コ
ッ
プ
を
手
渡
し
た
り
バ
ナ
ナ
や
ミ

カ
ン
、
チ
ョ
コ
な
ど
食
べ
も
の
を
取
り

や
す
い
よ
う
に
準
備
・
配
付
し
て

貰
っ
た
。
中
に
は
、
初
め
て
の
参
加
で

戸
惑
う
部
会
員
も
い
た
が
慣
れ
る
に

従
っ
て
大
き
な
声
で
選
手
を
激
励
し

勇
気
づ
け
て
い
た
。
 

 
早
朝
よ
り
、
お
手
伝
い
頂
い
た
部
会

員
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
 

・倉高横交差点付近
の難所を軽快に駆け
上るランナーたち＝ 
写真横（右） 
・復路の選手におもて
なしをする部会員ら＝
写真横（左） 

発表者＝脇山先生↑、松岡養護教諭↓ 

全Ｐ表彰授賞式の報告＝金子会長 

給水所で上位を争うランナーを応援する部会員ら 

先頭を追う第２集団＝高校横信号附復路の給水所は大忙し＝慣れた手つきで接待 



合　計 1,213 1,212(-1）

宮　田 450

2,779 2,781(+2）

479（+2） 1,087

1,016448(-2） 1,011(-5）
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１２月末 １１月末

676(0）

高齢化率
４７.０３％

１１月末

676

477

世　帯　数 人　　口

1,094(+7)

浦 285（-1）

　人口動静

１２月末

286

主な行事予定 

            ２月 ３日（日）節分          ２月  ４ 日（月 ）立春                          ２月１５日（ 金）公民館関係者推進会議        ２月２１日（木）住民税申告                      （予定のため変更になる場合あり）          

 

平
成
最
後
と
な
る
「
倉
岳
地

区
成
人
式
」
が
１
月
３
日
（
木
）、

天
草
市
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
多

目
的
研
修
集
荷
施
設
で
開
催
さ

れ
、
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
が
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
 

 
今
年
の
新
成
人
は
、
倉
岳
町

全
体
で
２
４
名
、
う
ち
２
１
名

が
参
加
、
家
族
や
恩
師
ら
が
見

守
る
中
、
天
高
倉
校
生
徒
有
志

に
よ
る
え
び
す
太
鼓
の
演
奏
で

賑
々
し
く
始
ま
っ
た
。
 

 
式
典
で
は
、
成
人
者
代
表
の

開
式
の
こ
と
ば
に
続
い
て
国
歌

斉
唱
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
倉

岳
中
学
校
当
時
の
担
任
だ
っ
た

松
本
先
生
の
点
呼
で
新
成
人
者

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
 

 
ま
た
、
式
辞
で
は
、
中
村
市
長

（
石
井
教
育
長
代
読
）
が
、
倉
岳

町
出
身
の
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ａ
の

「
と
も
に
」
の
一
節
を
紹
介
し
新

成
人
を
激
励
さ
れ
、
鶴
戸
市
議

と
堀
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
成
人
代
表
者
に
よ

る
交
通
安
全
宣
言
や
市
民
憲
章

が
力
強
く
朗
読
さ
れ
、
最
後
に

梅
田
君
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。
 

 
閉
式
後
は
、
来
賓
や
恩
師
を

交
え
て
記
念
撮
影
と
な
り
、
こ

の
瞬
間
を
待
ち
構
え
て
い
た
保

護
者
た
ち
が
一
斉
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
た
。
 

 
式
後
は
、
青
年
団
主
催
の
茶

話
会
が
開
か
れ
、
お
互
い
の
近

況
や
将
来
の
夢
な
ど
緊
張
の
中

に
も
ユ
ウ
モ
ア
を
交
え
て
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
て
い
た
。
 

華やかな振り袖やスー
ツ姿が初々しい新成人
らの門出を祝う式典 

 

棚
底
城
跡
で
１
月
１
２
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
現
場
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
天
草
市
文
化
課
主
催
。
 

 
当
日
は
、
心
配
し
て
い
た
雨
も
上

が
り
汗
ば
む
く
ら
い
の
ポ
カ
ポ
カ
陽

気
の
な
か
、
中
世
の
城
『
棚
底
城
跡
』
に

関
心
の
深
い
約
３
５
人
が
市
内
・
外

か
ら
訪
れ
た
。
 

 
宮
崎
学
芸
員
に
な
っ
て
初
め
て
の

説
明
会
で
①
Ⅰ
郭
周
囲
を
巡
る
横
堀

の
末
端
部
の
確
定
②
Ⅰ
郭
へ
の
登
り

口
想
定
地
の
遺
構
確
認
③
Ⅰ
郭
南
西

部
の
平
場
の
遺
構
確
認
を
目
的
に
調

査
、
遺
構
や
遺
物
な
ど
の
成
果
を
ト

レ
ン
チ
（
調
査
杭
）
ご
と
に
詳
し
く
解

説
さ
れ
た
。
 

 
特
に
横
堀
と
土
塁
の
末
端
部
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
ト
レ
ン

チ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
を
覆
す

新
た
な
関
係
を
参
加
者
は
、
身
を
乗

り
出
し
て
見
学
し
て
い
た
。
 

 

カメラに向かって近況報告＝茶話会 

恩師や来賓と共に笑顔で記念撮影 

えびす太鼓の演奏＝倉校有志ら 交通安全宣言を朗読＝新成人代表 


